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加 古 川 

 

２ 

月 
K  A  K  O  G  A  W  A 

＜問題＞ 

ビックリするほ
どスピードを出
す 虫 っ て な ぁ
に？ 

 

『
ス
ケ
ッ
チ
で
た
ど
る
兵
庫
の
建
築
と
景
観
』 

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
で
、
特
別
企
画
展
「
ス
ケ
ッ
チ
で
た
ど
る

兵
庫
の
建
築
と
景
観
」
を
開
催
し
ま
す
。 

兵
庫
県
各
地
の
古
民
家
や
街
並
み
を
色
鮮
や
か
に
描
い
た
元
美

術
教
師
の
故
内
海
敏
夫
さ
ん
と
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
単
色
の

ペ
ン
画
で
描
く
建
築
家
の
沢
田
伸
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
で
、
懐
か
し

い
風
景
を
紹
介
す
る
展
覧
会
。
作
品
を
通
じ
て
、
兵
庫
五
国
そ
れ

ぞ
れ
の
近
代
の
歩
み
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
古
き
良
き
兵
庫
の
魅

力
を
広
く
伝
え
ま
す
。 

【
開
催
日
】 

１
月
２５
日
（
土
）
～
３
月
２２
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

１０
時
～
１７
時
（
入
館
は
１６
時
半
ま
で
） 

【
休
館
日
】
月
曜
、
２
月
２５
日
（
火
）
（
た
だ
し
２
４
日
は
開
館
） 

【
開
催
場
所
】
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館 

 
 

 
 

 
 

姫
路
市
本
町
６８ 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

☎
０
７
９
❘
２
８
８
❘
９
０
１
１ 

【
入
館
料
】
一
般
５
０
０
円 

 

『
フ
リ
ー
ス
ペ
ル
ラ
イ
ヴ
IN
鶴
林
寺
』 

北
欧
音
楽
と
和
の
空
間
が
融
合
す
る
ラ
イ
ブ
！ 

北
欧
音
楽
と
和
の
空
間
が
融
合
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
ラ
イ
ブ
！ 

北
欧
の
笛
の
魔
術
師
ヨ
ー
ラ
ン
・
モ
ン
ソ
ン
率
い
る
最
強
リ
コ
ー

ダ
ー
ト
リ
オ
“
フ
リ
ー
ス
ペ
ル
”
が
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の

イ
ェ
ペ
ル
・
ラ
ン
グ
ス
ト
ロ
ム
を
引
き
連
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か

ら
来
日
！ 

国
宝
鶴
林
寺
を
舞
台
に
、
２０
種
類
以
上
の
笛
と
多
彩

な
打
楽
器
を
用
い
た
ラ
イ
ブ
を
届
け
る
。 

【
日
時
】
２
月
２９
日
（
土
） 

 
 

 
 

２
時
ス
タ
ー
ト
（
１
時
半
開
場
） 

【
開
催
場
所
】
鶴
林
寺 

浄
心
院
内 

【
入
館
料
】
一
般
１
，
０
０
０
円 

（
拝
観
料
を
含
む 

全
席
自
由
） 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
加
古
川
市
民
会
館 

 

☎
０
７
９
❘
４
２
４
❘
５
３
８
１ 

  
 

 
 

 

近
隣
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

涅
槃
会 

教
信
寺(

加
古
川
市) 

釈
迦
の
入
滅
し
た
日
に
行
わ
れ
る
法
要
。 

【
開
催
日
】 

 

２
月
15
日 

【
開
催
場
所
】 

加
古
川
市
野
口
町
野
口
４
６
５ 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
教
信
寺
塔
頭
法
泉
院 

☎
０
７
９-

４
２
２-

７
１
８
９ 

 
八
幡
神
社
・
厄
除
け
大
祭 (

加
古
川
市) 

播
州
地
方
（
東
播
・
北
播
・
西
播
）
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
も
、

播
磨
の
三
大
祭
り
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
る
当
神
社
の
厄
除
祭
は
、

毎
年
２
月
18
日
・
19
日
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
は
旧
暦
に
従
っ
た
も
の
で
、
厄
年
も
昔
な
が
ら
の
数
え
年
で

計
算
す
る
の
と
同
じ
く
、
古
来
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
趣
旨
で
す
。 

清
麻
呂
公
の
難
を
救
っ
た
猪
が
出
た
、
当
八
幡
宮
に
対
し
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
、
誰
い
う
こ
と
な
く
厄
除
の
大
神
と
崇
敬
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

【
開
催
日
】 

２
月
18
日
・
19
日 

【
開
催
場
所
】
加
古
川
市
八
幡
町
野
村
５
８
０ 

最
寄
駅
：
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
厄
神
駅 

（
但
し
車
で
５
分
・
徒
歩
３０
分
） 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

☎
０
７
９-

４
３
８-
６
５
２
２ 

 

高
砂
染
展
―
播
磨
の
型
染
、
こ
と
ほ
ぎ
の
美
― 

姫
路
市
書
写
の
里
・
美
術
工
芸
館
で
新
春
特
別
展
示
「
高
砂
染

展
―
播
磨
の
型
染
、
こ
と
ほ
ぎ
の
美
」
を
開
き
ま
す
。 

高
砂
染
は
、
江
戸
時
代
後
期
を
中
心
に
、
姫
路
藩
の
特
産
物
の

一
つ
と
し
て
、
幕
府
の
献
上
品
や
藩
客
へ
の
贈
り
物
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
し
た
。 

同
展
で
は
、
着
物
や
型
紙
な
ど
の
展
示
で
歴
史
を
紹
介
、
昭
和

期
に
廃
れ
た
高
砂
染
の
現
代
に
お
け
る
復
元
の
試
み
に
つ
い
て

も
迫
り
ま
す
。 

【
開
催
日
】
１
月
７
日
（
火
）
～
３
月
２２
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

１０
時
～
１７
時
（
入
館
は
１６
時
半
ま
で
） 

【
休
館
日
】
月
曜
、
１
月
１４
日
、
２
月
１２
日
、
２５
日
休
館 

 
 

 
 

（
た
だ
し
２
月
２４
日
は
開
館
） 

【
開
催
場
所
】
姫
路
市
書
写
の
里
・
美
術
工
芸
館 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

☎
０
７
９
❘
２
６
７
❘
０
３
０
１ 

【
入
館
料
】
一
般
３
１
０
円 

 

節
分 

本
来
、
節
分
と
は
季
節
の
節
目
で
あ
る
「
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立

冬
の
前
日
」
の
こ
と
を
い
い
、
年
に
４
回
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

旧
暦
で
は
春
か
ら
新
し
い
年
が
始
ま
っ
た
た
め
、
立
春
の
前
日
の
節

分
（
２
月
３
日
頃
）
は
、
大
晦
日
に
相
当
す
る
大
事
な
日
で
し
た
。

そ
こ
で
、
立
春
の
前
日
の
節
分
が
重
要
視
さ
れ
、
節
分
と
い
え
ば
こ

の
日
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
昔
は
、
季
節
の
分
か
れ
目
、

特
に
年
の
分
か
れ
目
に
は
邪
気
が
入
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
邪
気
祓
い
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
お
な
じ

み
の
豆
ま
き
も
、
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
邪
気
祓
い
行
事
で
す 

恵
方
巻 

恵
方
巻
は
、
そ
の
年
の
恵
方
を
向
い
て
丸
か
じ
り
す
る
と
願
い
事
が

叶
い
、
無
病
息
災
や
商
売
繁
盛
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
縁
起
の
よ
い

太
巻
き
で
す
。 

大
阪
発
祥
の
風
習
で
す
が
、
関
西
地
方
で
親
し
ま
れ
、
現
在
は
全
国

的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。 

恵
方
巻
に
は
、
縁
起
よ
く
七
福
神
に
ち
な
ん
で
７
種
類
の
具
を
入

れ
、
巻
き
込
ん
だ
福
を
逃
さ
ぬ
よ
う
丸
ご
と
１
本
、
恵
方
を
向
い
て

無
言
で
食
べ
き
る
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
太
巻
き
を
鬼
の
金
棒
（
逃
げ
た
鬼
が
忘
れ
て
い
っ
た
金
棒
）

に
見
立
て
て
、
鬼
退
治
と
と
ら
え
る
説
も
あ
り
ま
す
。 

節
分
の
魔
除
け 

鬼
は
、
鰯
（
い
わ
し
）
の
生
臭
い
臭
い
と
、
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
の
痛

い
ト
ゲ
が
大
の
苦
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
鰯
の
頭
を
焼
い

て
臭
い
を
強
く
し
た
も
の
を
柊
の
枝
に
刺
し
、
そ
れ
を
玄
関
先
に
と

り
つ
け
て
、
鬼
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
焼
嗅
（
や
い
か
が
し
）
」
「
鰯
柊
」
「
柊
鰯
」
「
柊
刺
し
」

な
ど
と
呼
び
ま
す
。 

地
方
に
よ
っ
て
は
、
豆
が
ら
や
ト
ベ
ラ
を
添
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
昔
か
ら
臭
い
の
強
い
も
の
、
ト
ゲ
の
あ
る
も
の
、
音
の
で
る

も
の
は
魔
除
け
や
厄
除
け
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

   

Vincent ｖaｎ 

Gogh 
ハーグ、そしてパリ。 

   ゴッホへの道― 

１月２５日（土）～３月２９日（日） 

兵庫県立美術館 
神戸市中央区脇浜海岸通 1-1-1 

（HAT 神戸内） 

JR 神戸線灘駅南口から南に 

徒歩約１０分 

078-262-0901（代表） 

い
な
み
の
万
葉
の
森 

陶
板
歌
碑 

 

石
激

い
し
ば
し

る 

垂
水

た

る

み

の
上
の 

さ
わ
ら
び
の 

 
 

 
 

萌 も

え
出 い

づ
る
春
に 

な
り
に
け
る
か
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
者 

志 し

貴 き
の

皇
子

み

こ 

歌
意 

岩
の
上
を
走
り
流
れ
て
お
ち
る
瀧
。
そ
の
ほ
と
り
の 

わ
ら
び
が
、
芽
を
出
す
春
に
な
っ
た
な
ぁ
。 

 


